
豊
里
大
橋
↓
城
北
公
園
↓
毛
馬
間
門
↓
十
三
大
橋
↓
淀
川
大
橋
↓
矢
倉
緑
地

●

コ
ー

ス
ガ
イ

ド

最
後
の
エ
リ
ア
は
豊
里
大
橋
か
ら
河
目

の
大
阪
湾
ま
で
，
右
岸

・
左
岸
と
も
に
堤

防
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
舗
装
道
と
し
て
整

備
さ
れ
て
い
る
．
但
し
、
橋
や
鉄
橋
が
１６

カ
所
も
あ
り
、
そ
の
Ｉ
ガ
ス
や
電
線
と
い

っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
い
く
つ
か
川
を
横

切

っ
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
下
を
く
ぐ
り

な
が
ら
河
口
を
目
指
す
の
で
、　
一
直
線
に

歩
け
る
わ
け
で
は
な
い
．

左
岸
は
鉄
橋
や
橋
ご
と
に
左
手
に
迂
回

路
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で

（赤
川
鉄
橋

の
付
近
の
み
河
川
敷
を
歩
く
）、
河
口
ま

で
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
歩
き
や
す
い
´

こ
れ
に
比
べ
る
と
右
岸
は
迂
回
路
が

一

部
車
道
と
重
な
る
た
め
に
歩
き
づ
ら
く
、

十
三
大
橋
あ
た
り
か
ら
伝
法
人
橋
ま
で

は
、
河
川
敷
に
下
り
て
歩
く
こ
と
を
お
す

す
め
す
る
（

伝
法
大
橋
を
越
え
た
あ
た
り
か
ら
、
両

岸
と
も
に
石
畳
の
道
が
川
の
す
ぐ
そ
ば
に

続
き
、
潮
の
一十
満
も
影
響
し
て
、
波
打
ち

際
を
歩
い
て
い
る
よ
う
な
河
口
ら
し
い
気

持
ち
の
い
い
道
が
続
く
．
北
港
ヨ
ッ
ト
ハ

ー
バ
ー
、
舞
洲

へ
と
続
く
芹
一岸
に
比
べ
、

河
日
が
矢
倉
緑
地
と
し
て
海
際
に
整
備
さ

れ
た
右
岸
の
方
が
、
淀
川
歩
き
の
エ
ン
デ

ィ
ン
グ
に
ふ
さ
わ
し
い
。

●
周
辺
ガ
イ
ド

城
北
公
園

明
治
の
大
改
修
の
折
り
、
そ
の
川
跡
を

利
用
し
て
作
ら
れ
た
公
園
″）
堤
防
か
ら
そ

の
ま
ま
公
園
に

入
る
こ
と
が
で

き
る
．
園
内
に

は
し
ょ
う
ぶ
囲

が
あ
り
、
約
３

５
０
日
理
性
、
１

万
３
０
０
０
株

も
の
ハ
ナ
シ
ョ

ウ
ブ
が
咲
き
乱
れ
る
。

３８
年
前
に
開
園
し

た
関
西
初
の
観
賞
用
の
し
ょ
う
ぶ
囲
で
、

見
ご
ろ
は
６
月
中
旬
頃
。
開
囲
は
通
常
５

月
末
か
ら
３０
日
間
、

１０
～
１６
時
３０
分
、
２

０
０
円
、
無
体
（
な
０６

・
６
９
２
８
・
０

０
０
５

（公
園
管
理
事
務
所
）

千
人
つ
か

城
北
公
間
に

下
り
る
階
段
の

そ
ば
に
立

つ
。

大
阪
大
空
襲
の

時
に
身
元
不
祥

の
戦
死
者
を
茶
毘
に
付
し
た
と
台
石
に
刻

ま
れ
て
い
る
。
傍
ら
に
平
和
地
蔵
の
祠
も
．

／
／

わ
ん
ど

城
北
公
園
あ
た
り
の
河
川
敷
一
帯
に
緑

の
オ
ア
シ
ス
が
広
が
る
。
わ
ん
ど
と
呼
ば

れ
る
湾
入
部
の
こ
と
で
、
ヨ
シ
な
ど
の
植

物
が
茂
り
、
魚
が
卵
を
産
み
つ
け
る
貴
重

な
自
然
ス
ポ
ッ
ト
ハ
淀
川
に
は
大
小
約
３０

の
わ
ん
ど
が
残
る
が
、
中
で
も
こ
こ
は
規

模
が
大
き
い
ぅ
堤
防
に
は
淀
川
に
生
息
す

る
魚
が
イ
ラ
ス
ト
で
紹
介
さ
れ
た
案
内
板

も
あ
る
。

蕪
村
生
誕
地

「
是

よ
―，
下

流
」
と
刻
ま
れ

た
碑
を
過
ぎ
る

と
俳
人
蕪
村
の

生
誕
地
を
記
す

碑
が
立
つ
ｎ．
芭

蕉
と
並
び
称
さ

れ
る
江
戸
時
代

の
俳
人
で
、
享
保
元
年

（１
７
１
６
）
摂

津
國
東
成
郡
毛
馬
村

ス
７
の
都
島
区
毛
馬

町
）
で
生
ま
れ
た
。
「‐春
風
や
堤
長
う
し

て
家
遠
し
」
の
句
碑
が
並
び
立
つ
∩
背
後

に
マ
ン
シ
ョ
ン
が
あ
わ
、
詩
情
が
わ
き
に

く
い
が
、
燕
村
が
詠
ん
だ
そ
の
ま
ま
の
長

い
堤
防
が
河
口
に
向

っ
て
延
び
て
い
る
．

ｙ
酵

大
阪
を
水
工吾

か

ら
守

る
大

堰
。
人
も
車
も

立
入
禁
止
な
の

で
水
鳥
の
聖
域

に
ｃ
開
門
の
架

橋
を
渡
り
終
え

る
と
、
河
川
改
修
に
尽
力
し
た
沖
野
忠
雄

の
胸
像
が
あ
る
。
そ
の
先
に
は
新
淀
川
開

削
を
提
案
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
技
術
者
、

一Ｔ

レ
ー
ケ
を
称
え
る
記
念
広
場
も
あ
る
ｎル

／

赤
川
鉄
橋

城
東
告
（物
線
の
淀
川
橋
梁
を
地
元
で
は

「
‐８
門
鉄
橋
」
と
呼
び
、
線
路
の
す
ぐ
横

東淀川区

、人の 出 ,、
:'が 少 な く

ヽ水鳥たちの聖域に
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に
人
が
通
れ
る
だ
け
の
本
橋
が
架
か
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
都
会
一野
め

っ
て
、
本
の
橋
は
珍
―
シい
の
で
ぜ
ひ
渡

っ

て
み
た
い
‐
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
え
ば
告
（物

列
車
が
汽
笛
を
鳴
ら
し
て
す
ぐ
そ
ば
を
走

り
抜
け
る
‐．‐

水
道
記
念
館

長
柄
橋
付
近

〓

ま

で
来

，０
と
、
〓

右
手
に
レ
ン
ガ

一．

づ
く
――
の
レ
ト

ロ
な
建
物
が
見

えヽ
て
イ
今
０
（、
十
（

正
３
年
に
柴
島

浄
水
場
の
送
水

ホ
ン
プ
場
と
し
て
造
ら
れ
た
建
物
で
、
昭

和
６‐
年
ま
で
活
躍
¨
役
目
を
終
え
、
水
道

記
念
館
と
し
て
一
般
公
開
中
」
淀
川
の
自

然
や
歴
史
の
展
示
を
始
め
、
わ
ん
ど
の
様

子
が
わ
か
る
パ
ノ
ラ
マ
水
槽
な
ど
も
あ

っ

て
見
応
え
充
分
．́９
時
的
分
～
１６
時
∞
分
、

無
料
、
月
曜
体
ｒ．
８
０６

・
６
・‥
キ
１

３

１
，
１

■
人
口
は
堤
防
を
下
―，
、
Ｊ
Ｒ

沿
い
に
淀
用
通
―，
ま
で
歩
１
）

十
三
摘
み
草
苑

河
川
敷
に
造
ら
れ
た
花
畑
．
春
に
は
ナ

ノ
ハ
ナ
や
ハ
ナ
十
な
ど
が
咲
４
．
国
内
は

自
由
に
散
策
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い

て
、
花
摘
み
も
楽
し
め
る
．

時
は
あ
ん
焼
きヽ
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
が
今

に
伝
わ
る
　
米
粉
だ
ん
ご
の
皮
に
小
豆
の

こ
し
餡
を
包
ん
で
焼
い
た
５
セ
ン
チ
大
の

一
日
餅
で
、
よ
も
ぎ
と
自
の
２
種
あ
り
、

ほ
ど
ほ
ど
の
甘
さ
ヒ
さ
ら
り
と
し
た
味
が

印
象
的
。
値
段
も
２０
年
間
５０
円
の
ま
ま
．

十
三
人
橋
の
北
詰
に
あ
る
本
店
は
平
成
１３

年
秋
か
ら
３０
年
ぶ
い
に
店
を
再
開
．
店
内

で
食
べ
る
こ
と
も
で
き
、
淀
川
歩
き
の
絶

好
の
休
憩
ス
ポ
ッ
ト
〔
十
三
駅
西
日
に
支

店
が
あ
る
。
本
店
は
９
ヽ
い
時
頃
、
日
曜

体̈
‐́‐
容
０６

・
６
３
０
ｌ

ｏ
ｌ
８
６
０

姫
嶋
神
社

淀
川
人
橋
か

ら
阪
神
電
車
の

踏
切
を
越
え
て

５
０
０
ｍ
ほ
ど

北
西

へ
歩
い
た

所
に
あ
る
″
応
神
天
皇
の
頃
の
創
建
と
さ

れ
る
古
社
で
、
阿
伽
一留
比
士裂
叩
と
住
士
国人

神
を
祀
る
。
か
つ
て
の
神
崎
川
と
中
津
川

の
デ
ル
タ
地
帯
、
海
上
交
通
の
要
路
に
位

置
し
、
姫
嶋
を
詠
ん
だ
一カ
葉
歌
碑
が
立
つ
．

矢
倉
緑
地

淀
川
右
岸
と

神
崎
川
の
河
日

部
に
、
平
成
１３

年
８
月
に
完
成

し
た
緑
地
こ
大

阪
市
内
唯

一
の

自
然
海
岸
緑
地

と
さ
れ
、
潮
だ

ま
り
や
野
鳥
観

察
所
、
芝
生
広

場

な

ど

が

あ

る
．́
こ
こ
か
ら
先
は
海
．
阪
神
高
速
湾
岸

組
の
向
二
う
に
淡
路
島
が
島
影
を
落
し
、

夕
日
の
ル詢
‐――Ｉ
Ｌ
し
て
も
注
目
の
的
に
　
対

岸
に
は
舞
洲
ゴ
ミ
焼
却
場
が
Ｌ
え
る
¨

中
津
の
富
島

神
社
は
、
社
伝

に
よ
る
と
足
利

時
代
に
は
既
に

存
在
し
て
い
た

と
い
わ
れ
る
古

社
．
隣
接
す
る

光
徳
寺
の
養
護

学
校
の
敷
地
に
は
、
こ
の
寺
の
次
男
と
し

て
明
治
３‐
年
に
生
ま
れ
た
日
本
を
代
表
す

る
画
家
、
佐
伯
祐
三
の
墓
も
あ
る
．
富
島

神
社
は
境
内
自
由
〓
佐
伯
の
墓
は
養
護
学

校
に
声
を
か
け
て
か
ら
見
学
を
．
｛口口島
神

社
の
西
隣
に
は
大
阪
で
老
舗
の
チ
ャ
イ
喫

刻
翻
引
綱
「
メ
デ
ガ

デ‐
が
あ
る
・
ウ
ル
フ

ル
ズ
の
メ
ン
ハ
ー
が
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

い
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
´
カ
レ
ー
や
チ

ャ
パ
テ
ィ
も
美
味
¨
Ｈ
～
２‐
時
３０
分
、
第

３
水
曜
体
。
な
０６

・６
０
／
２
・０
８
０
１

徳
次
郎
の
湯
温
泉

こ
ん
な
都
心
に
温
泉
が
…
．
阪
神
電
車

福
島
駅
前
の
ホ
テ
ル
阪
神
に
温
泉
が
湧
い

て
い
る
ハ
ロ
帰
―，
利
用
も
で
き
る
の
で
、

ウ
ォ
ー
ク
の
締
め
く
く
い
に
お
す
す
め

１０
、
２‐
時

一日
・祝

ヽ
Ю
時
）
、
無
休
、
つ
〓

５
０
０
円
ｒ
ａ
０６

・６
３
４
１
・１
６
６
１

来
ペ
ア
５
組
１０
名
に
入
浴
券
ブ
レ
ゼ

ンヽ
ト

（Ｐ
ｌ
ｌ
９
参
照
）

●
交
通

起
点

¨
地
下
鉄
谷
町
線
太
子
橋
今
市
駅
か

ら
徒
歩
８
分

終
点

¨
有
岸
は
阪
神
西
大
阪
線
福
駅

へ
徒

歩
３５
分
一
左
岸
は
大
阪
市
バ
ス
常
古

一
か

ら
西
九
条
行
き
バ
ス
あ
り

●
問

い
合
わ

せ

大
阪
観
光
協
会
容
“

。
６
６
３
５

・
３
１

矢倉緑地のあず意や
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